
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜助成金情報＞  

 
 ますだすまいる 通信 

 

2021年 7月発行 第95号 NPO市民活動団体情報誌 

※各種助成金の詳細については、 

発信元のホームページをご覧ください。 

第１７回 住まいのまちなみコンクール 

地域の特性を活かし、魅力的な住まいのまちなみを育む維
持管理、運営などの活動に実績を上げている住民組織をま
ちづくりのモデルとして表彰し、支援します。 

〔助成金額〕  

国土交通大臣賞 １点/賞状 

住まいのまちなみ賞 ４点/賞状 

〔申込締切〕 ８月３１日 

〔発 信 元〕 （一財）住宅生産振興財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 http://www.machinami.or.jp/pages/contest_guideline 

17.shtml 

【対象団体】 
法人格の有無は問

わない 

まちづくり 

公園・夢プラン大賞２０２１ 

公園で行われ、皆さんの「夢の実現」となった素敵なイベント
や活動の募集をします。 

〔表彰〕  

最優秀賞１団体 賞状+副賞（１０万円のギフト券） 

優秀賞 ２団体 賞状+副賞（５万円のギフト券） 

入選  ５団体 賞状+副賞（１万円のギフト券） 

〔申込締切〕 ９月３０日 

〔発 信 元〕 （一社）公園財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://yumeplan.prfj.or.jp/index.html 

 

【 対 象 団 体 】 
どなたでも応募可 

まちづくり 

発行元：益田市市民活動支援センター 

益田市常盤町１番１号 益田市役所連携のまちづくり推進課内 

TEL:0856-31-0600 FAX：0856-23-7708  

E メ ー ル：ｎｐｏ@city.masuda.lg.jp 

２０２１年度 YS市庭コミュニティー財団 

市民社会のコミュニティーを再生・進化・発展に寄与する、
コミュニティー振興及びまちづくりに関する事業、社会教育
及び文化・スポーツに関する事業、その他法人の目的を達
成するために必要な事業に対して助成します。 

〔助成金額〕 １，５００万円程度 

〔申込締切〕 ７月３１日 

〔発 信 元〕 YS市庭コミュニティー財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 http://ys-ichiba.org/assisting.html 

【 対 象 団 体 】 
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 
市 民 活 動 団 体 

まちづくり 第３１回 イオン環境活動助成 

「里山コモンズの再生」を基本テーマとし、次のいずれかの
分野に対して助成します。 
①里山（里地・里川・里湖・里海を含む）の保全・維持・管理 
②植樹を含む里山の修復 
③野生動植物・絶滅危惧生物の保護 
④自然資源の利活用 
⑤自然環境教育 

〔助成金額〕 総額１億円 

〔申込締切〕 ８月１２日 

〔発 信 元〕 （公財）イオン環境財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://www.aeon.info/ef/ 

【 対 象 団 体 】 
N P O 法 人 
市 民 活 動 団 体 

環境 

～健康づくり、仲間づくり、生きがいづくりのお手伝いをします！～ 

  

期 間：2021.7～2021.10 

場 所：益田市民学習センターを予定 

受 講 料：１日/1,000円（当日徴収） 
右の講座内容のうち②③④は高校生以下無料 

（講座により材料費・資料代が別途必要） 

申込締切：7月 15日まで 

＜講座内容＞ 

日付 講座名 

7/21 ①健康麻雀入門 

7/25 ②宇宙の話 

8/11 ③益田の民話 

8/22 ④秦佐八郎を学ぶ 

9/8 ⑤健康麻雀入門 

9/22 ⑥後見制度を知る 

⑦ゆずる葉ノートを書こう 

10/6 ⑧アクセサリー作り 

10/20 ⑨健康麻雀入門 

 

詳しい内容や申込みについては、 

益田市広報７月号差し込みチラシをご覧ください。 

※新型コロナウイルス感染予防のため、マスク着用をお願いします。感染状況により講座の延期や中止の場合は

ご連絡します。水分補給は各自ご持参ください。 

～ふるさと島根定住財団からお知らせ～ 

はじめの一 歩 ！ 

N P O 入 門 講 座 
オンライン講義＆個別相談で疑問スッキリ 

日程：2021年 7月 27日（火） 

時間：講義 13：30～15：10  

個別相談 15：20～17：00 

定員：20名程度（個別相談は先着 5組） 

参加費：無料 

講師：中野俊雄氏（行政書士・専門相談員） 

オンライン講義内容 

・NPOの基本 ・クイズで学ぶ NPO ・設立の流れ 

・他法人との比較 ・県内 NPO状況 ・質疑応答 

 

NPO マネジメント研修 

知って役立つ！ 

理事会と監査のキホン 

イベント情報～NPO法人NPO-MASUDA 

申込〆切 

7/20（火） 

日程：1日目 8/5（木） 理事会の役割 

時間：2日目 8/26（木） 監査の役割 

定員：20名程度（先着順） 

参加費：無料 

講師：山田泰久氏（一財）非営利組織評価センター 

申込〆切 

1日目：7/29（木） 

2日目：8/19（木） 

下記の「フレフレしま

ね申込フォーム」より

申込んでください。↓ 

【問合せ先】 

（公財）ふるさと島根定住財団（担当/佐々木・梶谷・谷） TEL:0852-28-0690 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登録団体紹介 No.１０ ～NPO 法人息域スペースポコ・ア・ポコ～ 

息域スペースポコ・ア・ポコとは 

息域スペースポコ・ア・ポコは、平成１０年４月に開所し、NPO 法人としては平成１６年６月に設立されま

した。障がいのある人もない人も、すべての人が地域の中で一人の人間として生きていくことが「あたり前

の社会」であり、そうした社会を作っていく一つの場になればという思いで活動されています。現在、あけ

ぼの東町にある一軒家を拠点とし、色々な人たちが集まれる場所として、地域の中での居場所づくりを行

っています。 

◇名前の由来◇ 

【息 域】 

息域スペースポコ・ア・ポコでは、“息”と”域”を大事にしています。「生きる」とは、「ゆったりと息がで

きること」「息ができる域（場所）があること」です。生きるには、自分が住む「地域」を知ること、生き

やすい「地域」を作っていくことが大切になります。 

【ポコ・ア・ポコ】 

ポコ・ア・ポコとは、イタリア語の音楽用語で「少しずつ、ぼちぼち」という意味です。大きな夢を抱い

て少しずつ共に歩んでいこうという思いがあります。 

息域スペースポコ・ア・ポコでは、「誰もが暮らしやすい、生きやすい社会」作りを目標に活動しています。 

語りと歌 

 
生け花 

 月に１回、お花の先

生に生け花を教えて

もらっています。 

アドバイスをもらい

ながら、季節の花を

みんなで楽しんでい

ます。 

月に１回、ボランティアさんに来

て頂き、絵本・物語を楽しみ、歌

をうたったり、みんなでクイズ

をするなど頭の体操 

をしています。利用 

メンバーさんも本読 

みをしています。 

毎週月曜日から金曜日（午前９時～午後４時）に活動しています。 

主な活動は次のとおりです。 

【作業・生産活動（自主製品づくり他）】 
 ポコ・ア・ポコでは、主に不織布（ウエス）などを利用して製品

をつくっています。 

（製品） 

・三角コーナー”みずすまし” 

・ぞうきん”おそうじ日和” 

・新聞紙や雑誌の廃棄の際に縛るための”ポコキュッ

ト” 

・多用途の”ふきとりーな” 

・食用油を吸い取る”吸油玉” 

・カーテン生地を利用した”カーテンタワシ” 

・季節限定の”ゴキブリだんご” 

【文化・スポーツ活動】 

 

 
製品はポコ・ア・ポコの他、施設等で販売し

ています。 

問合せはポコ・ア・ポコへお願いします。 

音楽療法 

 
月に１回、音楽療法士

さんにお世話になって

います。歌をうたった

り、音楽ゲームや簡単

な楽器演奏でリフレッ

シュしています。 

余暇支援サービス 
 

第２、第４水曜日に主にレクリエーション活

動を行っています。 

例）卓球、カラオケ、絵画他（在宅、施設、寄

宿舎、グループホームに暮らす方へ） 

【地域交流（他団体との交流）】 

 
地域交流は「社会福祉」の核です。ソーシャル（社会交流、地域交流）

を大事に活動しています。 

他施設（障がい、高齢者福祉施設等）や団体、学校との交流を大切に

しています。 

情報誌「ポコ通信」 
 

活動状況の報告のため年４回「ポコ通信」を

発行し、活動の様子を発信しています。 

息域スペースポコ・ア・ポコの目指すもの 

障がいのある人もない人も同じ地域の中で一人の人間として生きていくことが「あたり前の社会」で

あり、そうした社会を作っていくことが「ノーマライゼーション」といわれています。 

ポコ・ア・ポコがそうした社会を作っていくひとつの場になればという思いを抱き活動していきたいと思

います。 

 

♪ 【開放的な集いの場としてのスペース】 
 

情報交換の場、出会いの場、お互いにゆったり息のつける居場所づくり 
 

♪ 【利用メンバーもスタッフも豊かな出会いの中で一人ひとりがわくわくするス

ペース】 
 

利用メンバーのニーズに合った創作活動、文化活動、リクレーション 

まずは、お互いの思いを出し合うことから 
 

♪ 【地域へ働きかけていく基地としてのスペース】 
 

地域の人たちや行政機関への働きかけ、他の作業所等とのネットワーク作り 
 

東
公
園 

ハ
ロ
ー ワ

ー
ク 

小
野
沢

ビ
ル 

至
高
津 

フ
コ
ク 

生
命 

日本生命 

ローソン 

 

【問合せ先】 
団体名：NPO法人息域スペースポコ・ア・ポコ 

住所：益田市あけぼの東町６-６ 

TEL/FAX:0856-23-3413 

HP:http://www.iwami.or.jp/ogw-3011/ 

【記事をご覧になった方へ】 
 

どうぞお気軽に覗いてみて下さい。 

私たち NPO 法人息域スペースポコ・

ア・ポコは、行政からの委託、賛助会

員さんの支援、製品販売益などで活動

を継続しています。活動趣旨にご賛同

頂ける方で、賛助会員さんになって頂

ける方を募集しています。年会費は一

口 1,000 円です。 

よろしくお願いします。 


